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「
家
畜
福
祉
」
の

認
知
度
を
高
め
た
い

１
９
７
０
年
代
以
降
、
酩
農
・
畜
産
の
規

模
拡
大
が
急
速
に
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
畜
産
製
品
が
食
卓
に
上
り
、
物
質
的
な

充
足
を
与
え
る
役
割
を
果
た
し
た
半
面
、
生

産
性
を
高
め
る
こ
と
に
偏
重
し
た
家
畜
改
良

や
効
率
優
先
の
飼
養
管
理
な
ど
に
よ
っ
て
、

畜
産
動
物
に
苦
痛
を
強
い
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
（
世
界
動
物
保
健
機
関
）
に
よ
る
世

界
家
畜
福
祉
基
準
の
作
成
作
業
が
進
ん
で
い

る
。
国
内
で
も
農
林
水
産
省
が
「
ア
ニ
マ
ル
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ァ
の
考
え
方
に
対
応
す
る
飼
養
管
理

指
針
」
を
策
定
し
た
り
、
公
益
社
団
法
人
・

畜
産
技
術
協
会
が
家
畜
福
祉
の
評
価
法
を
ま

と
め
る
な
ど
の
動
き
が
あ
る
（
会
報
「
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
」
１
０
８
号
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大

学
名
誉
教
授
（
農
業
経
済
学
）
の
松
木
洋
一
さ

ん
の
報
告
を
参
照
）
。

し
か
し
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
や
家
畜
福

祉
と
い
っ
た
言
葉
の
認
知
度
は
き
わ
め
て
低

く
、
関
係
者
以
外
に
は
国
内
外
の
基
準
づ
く

り
の
動
き
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
状
況

に
一
石
を
投
じ
、
生
産
農
家
や
加
工
、
流
通
、

販
売
、
消
費
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
課
題

の
解
決
に
向
け
て
学
ぶ
な
か
で
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
有
志
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。

活
動
の
手
始
め
は
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

畜
産
の
可
能
性
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
札
幌
市

内
で
開
催
し
た
設
立
記
念
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
道

内
各
地
か
ら
生
産
農
家
や
放
牧
酪
農
を
志
す

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●

若
者
、
加
工
・
流
通
関
係
者
、
畜
産
関
係
の
公
牢
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
評
価
法
の
作
成
に
も
関
わ

務
員
、
研
究
者
、
消
費
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
・
り
、
日
本
で
は
初
め
て
乳
牛
の
評
価
法
を
ま

●

学
生
ら
卯
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、
用
意
し
た
。
と
め
て
い
る
。

●

資
料
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
。
。
「
自
分
の
心
を
家
畜
に
寄
り
添
わ
せ
て
い
く

●

畜
産
動
物
に
・
こ
と
が
ア
ニ
マ
ル
ゥ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
根
本
だ
と

心
を
寄
り
添
わ
せ
て
生
理
や
《
思
却
搾
趣
繋
ぎ
飼
い
の
牛
舎
で
膝
が
腫
れ

習
性
に
適
う
飼
養
方
法
を

・
て
い
る
、
犬
が
座
る
よ
う
な
不
自
然
な
姿
勢
、

●

研
究
会
の
発
起
人
を
代
表
し
て
、
酪
農
学
・
削
蹄
さ
れ
て
い
な
い
…
と
い
っ
た
、
牛
た
ち

園
大
学
教
授
（
農
業
経
済
学
）
の
荒
木
和
秋
“
が
置
か
れ
て
い
る
実
態
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

さ
ん
は
、
「
畜
産
物
を
工
業
製
品
と
し
て
捉
中
し
た
。

え
、
消
費
者
も
『
安
け
れ
ば
い
い
』
と
考
え
て
。
「
哺
乳
に
加
分
ほ
ど
か
け
る
と
牛
は
満
足
す

●

き
た
結
果
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
狂
牛
病
）
や
口
蹄
疫
、
・
る
。
バ
ケ
ツ
で
が
ぶ
飲
み
さ
せ
る
の
で
は
な

●

烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
豚
流
行
性
下
痢
な
ど
。
く
、
哺
乳
瓶
を
使
っ
て
吸
わ
せ
て
ほ
し
い
。
単

が
発
生
し
、
工
業
的
な
畜
産
が
課
題
に
直
恥
に
栄
養
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
牛
の
行
動

面
し
て
い
る
」

“
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
、
動
物
の
生
理
や
習

と
前
置
き
し
て
、
北
海
道
の
牛
た
ち
が
置
・
性
に
適
っ
た
飼
育
方
法
の
大
切
さ
を
説
く
。

●

か
れ
て
い
る
過
酷
な
実
態
を
紹
介
。
乳
牛
の
．
道
内
の
屠
畜
場
で
は
、
多
く
の
家
畜
が
屠

●

能
力
を
調
べ
る
機
関
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。
殺
前
日
に
搬
入
さ
れ
る
が
、
飲
用
水
設
備
は

と
、
訓
万
頭
の
検
定
対
象
牛
の
３
分
の
１
が
亜
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
牛
た
ち
は
、

毎
年
淘
汰
さ
れ
る
と
い
う
．

”
喉
の
渇
き
を
い
や
そ
う
と
体
を
洗
う
ホ
ー
ス

「
２
回
出
産
し
て
、
平
均
寿
命
は
４
歳
。
本
・
か
ら
出
た
水
を
舐
め
た
り
す
る
。
「
飲
水
の
欲

●

来
、
加
歳
以
上
生
き
ら
れ
る
牛
が
短
命
に
終
・
求
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
」
と
、
瀬
尾
さ
ん

わ
っ
て
お
り
、
人
間
社
会
の
過
労
死
と
通
じ
“
が
力
を
込
め
た
。

る
も
の
が
あ
る
」
（
荒
木
さ
ん
）
叩

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
エ
ア

こ
う
し
た
、
い
び
つ
な
畜
産
の
あ
り
方
を
”

評
価
法
」
の
条
件
を
ク
リ
ア

変
え
て
い
く
た
め
に
、
研
究
会
の
活
動
へ
の
。●

し
た
牛
乳
も
誕
生

参
加
を
呼
び
か
け
た
。
。
‐

帯
広
畜
産
大
学
講
師
で
当
研
究
会
共
同
“
家
畜
福
祉
を
め
ぐ
る
「
５
つ
の
自
由
」
の
原

代
表
の
瀬
尾
哲
也
さ
ん
は
、
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
叱
則
を
は
じ
め
、
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
い
や
（
出
産
後

ル
フ
ェ
ァ
が
め
ざ
す
方
向
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
・
を
除
く
）
豚
の
分
娩
ス
ト
ー
ル
の
禁
止
な
ど

●

講
演
を
行
な
っ
た
。
学
生
時
代
に
動
物
行
動
・
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
家
畜
福
祉
事
情
も
紹

●

学
を
学
び
、
ず
っ
と
牛
た
ち
を
観
察
し
て
き
・
介
。
独
自
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

た
瀬
尾
さ
ん
は
、
畜
産
技
術
協
会
の
ア
ニ
マ
“
ル
フ
ェ
ア
畜
産
製
品
を
認
証
す
る
欧
米
の
状
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」／、

況
に
言
及
し
た
℃

国
内
で
も
認
証
シ
ス
テ
ム
を
視
野
に
入
れ

た
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

北
海
道
の
よ
つ
ぱ
乳
業
は
今
年
４
月
、
十

勝
地
方
の
５
戸
の
酪
農
家
が
出
荷
し
た
生
乳

を
加
工
し
、
東
京
な
ど
の
共
同
購
入
グ
ル
ー

プ
に
供
給
を
ス
タ
ー
ト
。
①
放
牧
生
産
者
指

定
②
ノ
ン
ホ
モ
牛
乳
③
非
遺
伝
子
組
み
換
え

飼
料
の
使
用
ｌ
に
加
え
、
畜
産
技
術
協
会

の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
評
価
法
に
ク
リ
ア
す

る
こ
と
が
出
荷
の
条
件
だ
．
瀬
尾
さ
ん
は
、

酪
農
家
と
乳
業
会
社
と
の
橋
渡
し
役
を
担
っ

て
き
た
。

「
私
た
ち
が
め
ざ
す
の
は
、
人
間
が
食
べ
ら
れ

な
い
草
な
ど
を
与
え
、
動
物
た
ち
に
乳
や
肉
、

卵
へ
と
替
え
て
も
ら
う
ｌ
と
い
う
畜
産
の

原
点
に
戻
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
持
続
性
”

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
健
康
的
に
や
さ
し
く
、

長
く
飼
っ
て
あ
げ
る
。
環
境
に
も
あ
ま
り
負

担
を
か
け
ず
、
家
畜
も
地
域
も
健
全
に
、
と
。

大
き
な
視
点
で
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
畜
産

の
あ
り
方
を
問
い
直
し
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
、
明
日
へ
の
希
望
に
向
け
た

決
意
を
示
し
て
い
た
。

ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
で
営
む

小
規
模
酪
農
と
乳
製
品
づ
く
り

現
場
報
告
で
は
、
旭
川
市
内
の
「
ク
リ
ー
マ

リ
ー
農
夢
」
代
表
の
佐
竹
秀
樹
さ
ん
が
「
ス
ト

レ
ス
の
な
い
環
境
で
牛
を
飼
う
」
を
テ
ー
マ
に

体
験
談
を
語
っ
た
。

学
生
時
代
、
集
約
畜
産
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
ル
ー
ス
・
ハ
リ
ソ
ン
氏
の
著
書
『
ア
ニ
マ
ル
・

マ
シ
ー
ン
」
を
読
み
、
「
繋
ぎ
飼
い
と
太
陽
の

●●●●●●●●●●●●● ●
亜
光
を
浴
び
た
牛
の
乳
は
違
う
」
と
い
う
記
述
・
り
し
、
夏
場
は
集
約
放
牧
を
行
な
う
。
太
陽

●
・

・
に
共
感
し
た
。
卒
業
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
の
光
が
入
る
よ
う
全
面
に
透
明
の
ア
ク
リ
ル

●

●

・
で
２
年
間
の
牧
場
実
習
。
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
・
板
を
貼
り
、
採
光
や
換
気
に
工
夫
を
重
ね
た
。

恥
毎
日
、
牛
に
あ
い
さ
つ
し
て
い
た
牧
場
主
は
亜
夏
場
は
牧
場
内
の
好
き
な
と
こ
ろ
で
分
娩
。

“
佐
竹
さ
ん
に
、
「
牛
に
話
し
か
け
て
ご
ら
ん
」
“
生
ま
れ
た
子
牛
は
必
ず
母
牛
と
一
緒
に
す

。
と
勧
め
た
。
。
る
。

●

●

。
帰
国
後
、
製
薬
会
社
に
勤
め
て
ハ
ー
ブ
栽
。
「
以
前
は
亨
二
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
こ
の
言
葉
を

●

。
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
『
ウ
エ
ル
フ
エ

を
垂
４
言
ア
Ⅱ
心
地
よ
い
状
態
』
と
分
か
り
、
こ
れ

幽
１

性
一

能
万

劃

可
立》

●
》
一
鱒
繍
缶
翻

工
■
。
‐
・
一
，
鑑

ウ
避

鋼
ル
周

マ
唯

一
一
再

ガ
〃
一
一
雨
鄙
や
骨
。

一
一

培
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
妬
年
に
み
ず
か
ら
製

造
し
た
牛
乳
の
宅
配
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
今
は

６
頭
の
乳
牛
（
う
ち
経
産
牛
４
頭
）
を
飼
い
、

牛
乳
や
多
品
目
の
乳
製
品
を
製
造
・
販
売
し

て
い
る
。

「
な
な
」
「
Ｑ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
と
命
名
し
た
、

５
産
と
６
産
の
母
牛
が
２
頭
ず
つ
・
四
季
を

通
し
て
自
由
に
出
入
り
で
き
る
牛
舎
を
手
作

迅

。
綱
浩
一
咽
″

司
錘
‐

瑚
栂
品●●●●●●●●●●●●●●●

；
‐
切
さ
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

ほ
し
い
・
こ
れ
か
ら
は
、
草
地
酩
農
の
充
実

や
有
機
酪
農
へ
の
転
換
、
コ
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
も
進
め
て
い
き
た
い
」
と
報

告
を
締
め
く
く
っ
た
。

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
二
人
に
対

し
、
参
加
者
か
ら
は
質
問
が
相
次
ぎ
、
研
究

会
の
今
後
の
活
動
に
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
る

設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
。

現
し
て
い
る
。

｜
「
家
畜
を
粗
末
に
扱
わ
な
い
こ
と
の
大

、
夏
場
は
集
約
放
牧
を
行
な
う
。
太
陽
皿

が
入
る
よ
う
全
面
に
透
明
の
ア
ク
リ
ル
・

｛
●

貼
り
、
採
光
や
換
気
に
工
夫
を
重
ね
た
。
・
研
究
会
で
は
今
後
、
家
畜
福
祉
の
推
進
に

●
、

ば
牧
場
内
の
好
き
な
と
こ
ろ
で
分
娩
。
。
向
け
て
、
①
公
開
学
習
会
や
見
学
会
、
フ
ォ
ー

れ
た
子
牛
は
必
ず
母
牛
と
一
緒
に
す
“
ラ
ム
な
ど
の
開
催
②
啓
発
・
普
及
な
ど
の
活

亜
動
③
関
係
機
関
へ
の
提
案
や
要
請
ｌ
を
柱

川
は
『
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
こ
の
言
葉
を
・
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

●

知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
『
ウ
ェ
ル
フ
ェ
・
●
２
０
１
４
年
度
の
活
動
予
定

ア
Ⅱ
心
地
よ
い
状
態
』
と
分
か
り
、
こ
れ
“
☆
「
ク
リ
ー
マ
リ
ー
農
夢
」
の
見
学
会
（
６

ま
で
自
分
が
め
ざ
し
て
き
た
酪
農
と
理
“
月
７
日
）

解
で
き
ま
し
た
」
（
佐
竹
さ
ん
）
。
“
☆
公
開
学
習
会
「
欧
州
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
場
を
訪
れ
る
人
．
フ
ェ
ア
製
品
認
証
シ
ス
テ
ム
に
学
ぶ
」
〔
講

●

た
ち
と
の
会
話
な
ど
を
通
し
て
、
家
畜
。
師
卵
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
教
授
の

福
祉
の
普
及
に
努
め
て
き
た
。
「
酩
農
教
恥
植
木
（
永
松
）
美
希
さ
ん
〕
（
８
月
１
日
）

育
フ
ァ
ー
ム
」
の
認
証
を
受
け
、
搾
乳
体
亜
☆
同
「
屠
畜
場
に
お
け
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

験
な
ど
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
．
。
フ
ェ
ア
」
〔
講
師
》
北
海
道
帯
広
食
肉
衛

●

搾
乳
時
に
は
温
水
シ
ャ
ワ
ー
で
乳
頭
．
生
検
査
所
専
門
員
の
奥
野
尚
志
さ
ん
〕

●

を
洗
浄
し
、
衛
生
管
理
に
心
を
配
る
。
．
（
９
月
）

い
つ
も
生
菌
数
１
０
０
個
未
満
／
皿
”
☆
米
村
牧
場
〔
酪
農
＆
チ
ー
ズ
製
造
十
放

と
い
う
乳
質
の
良
さ
が
光
る
。
大
企
“
牧
養
豚
・
江
別
市
〕
見
学
会
（
、
月
）

業
が
や
れ
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
家
畜
亜
☆
第
２
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
通
年
１
月
）

福
祉
を
実
践
す
る
な
か
で
、
生
菌
数
の
。
※
「
ク
リ
ー
マ
リ
ー
農
夢
」
の
Ｈ
Ｐ

●

き
わ
め
て
少
な
い
良
質
な
生
乳
を
実
。
君
葛
言
討
．
冨
哩
号
①
・
国
２
頁
‐
９
３
日
①
ご
‐

●

現
し
て
い
る
。
●
ぬ
冒
○
昌
里

「
家
畜
を
粗
末
に
扱
わ
な
い
こ
と
の
大

藤
一

切
さ
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

い
・
こ
れ
か
ら
は
、
草
地
酩
農
の
充
実

機
酪
農
へ
の
転
換
、
コ
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
エ

ギ
ー
の
自
給
も
進
め
て
い
き
た
い
」
と
報

締
め
く
く
っ
た
。

体
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
二
人
に
対

参
加
者
か
ら
は
質
問
が
相
次
ぎ
、
研
究

今
後
の
活
動
に
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
る

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
。
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